
国
籍
、
民
族
、
文
化
な
ど
の
違
い
を
尊
重
し
、

共
に
生
活
で
き
る
地
域
社
会
へ

あ
り
ま
す
。
積
極
的
な
交
流
が
で
き
な
い

理
由
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

不
安
」「
習
慣
の
違
い
」
な
ど
が
多
く
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
相
手
が
何
語
を
話
す
の

か
な
ど
難
し
く
考
え
ず
、
ま
ず
は
分
か
り

や
す
い
日
本
語
で
話
し
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
自
分
と
の
習
慣
、
考
え
方

の
違
い
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
も
地
域
な
ど

に
よ
っ
て
習
慣
や
考
え
方
に
は
違
い
が
あ

る
こ
と
と
同
じ
で
、
自
然
な
こ
と
と
考
え

ま
し
ょ
う
。

　
多
文
化
共
生
を
め
ざ
し
て

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
背
景
を
持
っ
た
日
本
人

と
外
国
人
が
、相
互
に
歩
み
寄
り
な
が
ら
、

一
人
一
人
が
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員

と
し
て
、
国
籍
、
民
族
、
文
化
な
ど
の
違

い
を
尊
重
し
、
互
い
か
ら
学
び
合
い
、
共

に
生
活
で
き
る
多
文
化
共
生
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
今
後
も
青
少
年
交
流
を
中

心
と
し
た
国
際
交
流
を
は
じ
め
、
多
文
化

共
生
・
国
際
理
解
の
意
識
啓
発
や
交
流
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
多
文
化

共
生
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
人
権
政
策
課

９
２
４
・
３
８
３
０
FAX

９
２
４
・
０
１
７
５

　
国
際
交
流
を
通
じ
て

　
本
市
で
は
、
交
流
に
よ
り
、
国
際
感
覚

の
豊
か
な
人
材
育
成
や
異
な
る
文
化
に
理

解
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
交
流
事
業
は
実
施
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
本
市
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
ル
ビ
ュ
ー
市
お
よ
び
中

華
人
民
共
和
国

上
海
市
嘉
定
区

と
姉
妹
・
友
好

都
市
関
係
を
結

び
、
親
善
訪
問

団
の
相
互
派
遣

や
青
少
年
交
流

な
ど
に
よ
る
文

化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
韓
民
国
大て

邱ぐ

広
域
市
中
区
と
も
青
少
年
交
流
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
青
少
年
文
化
作
品
交
流

事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
で
の
交
流

　
本
市
に
は
、
４
月
１
日
現
在
、
７
８
８

５
人
の
外
国
人
が
生
活
し
て
お
り
、
国
際

交
流
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
な
く
て

も
、
地
域
の
中
で
自
分
と
異
な
る
国
籍
や

文
化
を
持
っ
た
人
と
交
流
を
す
る
機
会
が


